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卒業式～感謝と希望を胸に
　３月20日、 新冠小学校で第１３０回卒業証書授与式

が挙行されました。 ３１名の卒業生は、 学校の先生や

保護者に見守られ、 ６年間の思い出がたくさん詰まっ

た学び舎を巣立ちました。



　平成 27年 10月１日を基準日として国勢調査が実

施されましたが、平成29年 12月、約２年が経過して、

ほぼすべての調査結果が出揃い、統計局のホームペー

ジから閲覧できるようになりました。

　今月はこの調査結果から特徴的な数字を抜き出し、

現在の新冠町の様子を分かりやすく解説します。

　また、人口学の専門家にもインタビューを行いま

したので、その内容をご紹介します。

　　平成 27年国勢調査結果から見える町の現状

①日高管内各町の人口の推移（H22年⇒ H27年）

地区名 H22年調査 H27年調査 増減率

日高町 13,615 人 12,378 人 -9.1%

平取町 5,596 人 5,315 人 -5.0%

新冠町 5,775 人 5,592 人 -3.2%

新ひだか町 25,419 人 23,231 人 -8.6%

浦河町 14,389 人 13,075 人 -9.1%

様似町 5,114 人 4,518 人 -11.7%

えりも町 5,413 人 4,906 人 -9.4%

日高管内 75,321 人 69,015 人 -8.4%

③産業別の 15歳以上就業者数（H22年⇒ H27年）

調査年 １次産業 ２次産業 ３次産業 合計

H22年調査 1,181 人 353 人 1,340 人 2,874 人

H27年調査 1,070 人 427 人 1,437 人 2,934 人

差　引 -111 人 74人 97人 60人

増減率 -9.4% 21.0% 7.2% 2.1%

②新冠町の人口推移（S35年⇒ H27年）

調査年 総数 増減率

昭和 35年 11,166 人

昭和 40年 10,519 人 -5.8%

昭和 45年 9,455 人 -10.1%

昭和 50年 8,214 人 -13.1%

昭和 55年 7,634 人 -7.1%

昭和 60年 7,277 人 -4.7%

平成 ２年 6,947 人 -4.5%

平成 ７年 6,478 人 -6.8%

平成 12年 6,204 人 -4.2%

平成 17年 6,034 人 -2.7%

平成 22年 5,775 人 -4.3%

平成 27年 5,592 人 -3.2%

④年齢区分ごとの人口割合の変化（H７年⇒ H27年）

調査年 総数 0～ 19歳 20～ 39歳 40～ 59歳 60～ 79歳 80歳以上

平成７年 
国勢調査

6,478 人 1,515 人 1,523 人 1,821 人 1,397 人 222 人

構成割合 23% 24% 28% 22% 3%

平成 17年 
国勢調査

6,034 人 1,092 人 1,455 人 1,608 人 1,452 人 427 人

構成割合 18% 24% 27% 24% 7%

平成 27年 
国勢調査

5,592 人 915 人 1,066 人 1,451 人 1,523 人 637 人

構成割合 16% 19% 26% 27% 12%

もし新冠町が
人口１００人の町
だとすると…

性　別

男性　：　女性

49人　：　51人
（ 2,717人 ： 2,875人 ）

年齢構成

0歳 -19歳 ： 20歳-39歳 ： 40歳-59歳 ： 60歳-79歳 ： 80歳以上

   16人　  ：    19人　  ：　  26人    ：　   27人　  ：　12人
 (  915人   ：     1,066人  　 ：     1,451 人   ：    1,523人     ：    637 人 ） 

15歳以上の産業別人口

１次産業 ： ２次産業 ： ３次産業

   36人  ： 　15人　 ：　49人
  （ 1,070人 ：  427人 　 ：   1,437 人 ） 

居住地区

大狩部～里平 ： 節婦町 ： 市街地 ： 西泊津 ： 東泊津・高江～泉

     12 人  ：  10 人  ：  49 人 ：　 8人  ：　　21 人 
　 　（　672 人  ：   564 人   ：  2,751 人  ：    444 人  ：    1,161 人   ）

国　籍

日本人 ： 外国人

99人 ：  1人
（ 5,531人  ： 61 人  ）  

　早速、調査結果を見てみましょう！
　平成 27年の新冠町の人口は 5,592人。22年調査か
らの減少数 183人・減少率 3.2％となりました。
　日高管内では、減少率は一番少なく、移住定住の
取り組みの成果が出たと言えますね。

　平成 27年国勢調査の新冠町の人口 5,592 人を人口

100人の町に置き換えてみると、このような結果にな

りました。「世界がもし100人の村だったら」という

有名な本がありますが、このように置き換えをして

みると少し実感が湧いてくるのではないでしょうか。

　今回紹介している国勢調査結果は、全てインター

ネットの「総務省統計局国勢調査結果」から引用したデータです。

　統計局のページには、さらに詳しい情報が掲載されています

ので、興味のある方は「国勢調査結果」で検索してみてください。

　人口の推移を見てみると、昭和
35年から少しずつ人口が減り続け
ていることがわかります。
　昭和 35年と平成 27年を比較する
と、55年で人口は約半分になって
しまいました。

　各年代の構成比は、この 20年で大き
く変わっていることがわかりますね。
　平成７年調査では、０～ 79歳までの
世代の割合がほぼ同数、80歳以上の人
はわずかでしたが、平成 27年調査では、
０歳～ 19歳までの割合が大きくさがり、
80歳以上の割合が増加しています。

　５年間の仕事する人の移り変わりを見ると、平成 27年
は、働く人が60人増えています。人口は減少していますが、
働く人は増えているという状況です。
　産業内訳をみると、２次産業（主に加工業）は、74人増加・
増加率 21％と大きく伸びていますが、1次産業（主に農業）
は、111人減少・減少率 9.4％と大幅に少なくなっています。
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図２ コーホートチャート
国勢調査の５歳ごとの人口数を比較し、各世代の　人口が５年間に何人・何％増減したかを一覧にしたもの。

平成12年の 赤囲み の流れが「第１の波」。また、平成27年の 緑囲み が「第２の波」と期待する部分。

調査年 比較年 総人口 0-4歳 5-9 歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85-89歳 90-94歳 95-99歳 100歳 -

平成
２年
調査

S60 7,277 １　段→ 520 515 584 490 423 479 510 515 458 513 516 564 411 284 228 144 70 39 12 2
H2 6,947 432 471 498 417 422 383 447 521 504 442 488 451 497 373 248 164 116 48 21 4 0

増減数 -330 -49 -17 -167 -68 -40 -32 11 -11 -16 -25 -65 -67 -38 -36 -64 -28 -22 -18 -8 -2
増減率 -4.5% -9.4% -3.3% -28.6% -13.9% -9.5% -6.7% 2.2% -2.1% -3.5% -4.9% -12.6% -11.9% -9.2% -12.7% -28.1% -19.4% -31.4% -46.2% -66.7% -100.0%

平成
７年
調査

Ｈ 2 6,974 １　段→ 432 471 498 417 422 383 447 521 504 442 488 451 497 373 248 164 116 48 21 4
Ｈ 7 6,478 324 339 408 444 409 395 317 402 477 475 424 445 411 442 342 202 117 72 25 7 1

増減数 -496 -93 -63 -54 -8 -27 -66 -45 -44 -29 -18 -43 -40 -55 -31 -46 -47 -44 -23 -14 -3
増減率 -7.1% -21.5% -13.4% -10.8% -1.9% -6.4% -17.2% -10.1% -8.4% -5.8% -4.1% -8.8% -8.9% -11.1% -8.3% -18.5% -28.7% -37.9% -47.9% -66.7% -75.0%

平成
12年
調査

Ｈ 7 6,478 １　段→ 324 339 408 444 409 395 317 402 477 475 424 445 411 442 342 202 117 72 25 7
Ｈ 12 6,204 247 300 349 363 389 442 350 305 360 478 467 398 400 375 397 296 156 82 42 7 1

増減数 -274 -24 10 -45 -55 33 -45 -12 -42 1 -8 -26 -45 -36 -45 -46 -46 -35 -30 -18 -6
増減率 -4.2% -7.4% 2.9% -11.0% -12.4% 8.1% -11.4% -3.8% -10.4% 0.2% -1.7% -6.1% -10.1% -8.8% -10.2% -13.5% -22.8% -29.9% -41.7% -72.0% -85.7%

平成
17年
調査

Ｈ 12 6,204 １　段→ 247 300 349 363 389 442 350 305 360 478 467 398 400 375 397 296 156 82 42 7
Ｈ 17 6,034 260 264 316 252 309 395 405 346 328 358 466 456 373 368 353 358 239 119 51 17 1

増減数 -170 17 16 -97 -54 6 -37 -4 23 -2 -12 -11 -25 -32 -22 -39 -57 -37 -31 -25 -6
増減率 -2.7% 6.9% 5.3% -27.8% -14.9% 1.5% -8.4% -1.1% 7.5% -0.6% -2.5% -2.4% -6.3% -8.0% -5.9% -9.8% -19.3% -23.7% -37.8% -59.5% -85.7%

平成
22年
調査

Ｈ 17 6,034 １　段→ 260 264 316 252 309 395 405 346 328 358 466 456 373 368 353 358 239 119 51 17
Ｈ 22 5,775 227 279 249 225 186 298 377 408 350 333 371 453 457 354 335 312 299 183 57 20 2

増減数 -259 19 -15 -91 -66 -11 -18 3 4 5 13 -13 1 -19 -33 -41 -59 -56 -62 -31 -15
増減率 -4.3% 7.3% -5.7% -28.8% -26.2% -3.6% -4.6% 0.7% 1.2% 1.5% 3.6% -2.8% 0.2% -5.1% -9.0% -11.6% -16.5% -23.4% -52.1% -60.8% -88.2%

平成
27年
調査

Ｈ 22 5,775 １段→ 227 279 249 225 186 298 377 408 350 333 371 453 457 354 335 312 299 183 57 20
Ｈ 27 5,592 219 248 266 182 170 220 303 373 422 339 321 369 444 444 322 313 267 215 115 34 6

増減数 -183 21 -13 -67 -55 34 5 -4 14 -11 -12 -2 -9 -13 -32 -22 -45 -84 -68 -23 -14
増減率 -3.2% 9.3% -4.7% -26.9% -24.4% 18.3% 1.7% -1.1% 3.4% -3.1% -3.6% -0.5% -2.0% -2.8% -9.0% -6.6% -14.4% -28.1% -37.2% -40.4% -70.0%

す
。
こ
れ
は
、
昔
は
家
族
２
～
３
世
代
で
生

活
し
て
い
ま
し
た
が
子
ど
も
が
独
立
し
、
現

在
は
、
親
だ
け
が
住
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
か
ら
で
、
さ
ら
に
時
間
が
経
過
す
る
と
親

の
世
代
も
高
齢
に
な
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
に
住
み
替
え
を
す
る
こ
と
で
今
度
は
、
空

き
家
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
　

現
在
の
子
育
て
世
代
を
中
心
に
、
空
き
家

と
な
っ
た
一
戸
建
て
に
住
み
替
え
を
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
で
す
が
、
思
う
よ

う
に
住
み
替
え
が
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
　

そ
の
原
因
は
、
空
き
家
に
な
っ
て
も
土
地

の
関
係
で
簡
単
に
転
売
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
今
の
子
育
て
世
代
が
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
不
況
や
就
職
難
の
影
響
に
よ
り
不
安
定
な

雇
用
環
境
で
働
い
て
い
る
人
も
多
い
こ
と
か

ら
、
昔
の
よ
う
に
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

解
消
し
、
集
落
整
備
を
進
め
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
仕
組
み
づ
く
り
や
補
助
制
度
が
必
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
今
は
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
う
こ
と

で
地
方
で
も
仕
事
が
で
き
る
時
代
な
の
で
、

移
住
し
て
子
ど
も
を
の
び
の
び
と
育
て
た

い
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
子
育
て
し
た
い
と

考
え
る
親
も
多
く
い
ま
す
。

　
　

新
冠
に
は
、
そ
の
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
素
晴
ら
し
い
環
境
が
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
の
強
み
を
生
か
し
た
取
り
組
み
も

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

山
間
地
区
の
農
地
指
定
さ
れ
た
土
地
で
は
、

自
由
に
住
宅
が
建
設
で
き
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

　
　

自
分
も
専
門
分
野
で
は
な
く
、
詳
し
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
農
地
指
定
さ
れ
た

場
所
で
も
従
業
員
住
宅
の
建
設
が
で
き
る
よ

う
な
の
で
、
移
住
を
希
望
す
る
人
に
牧
場
の

従
業
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
業
務
の
一
部
に

従
事
し
て
も
ら
う
こ
と
で
従
業
員
住
宅
を
建

設
す
る
仕
組
み
を
制
度
化
す
る
な
ど
、
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
対
応
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

①
新
冠
町
の
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら

　
　

平
成
22
年
～
27
年
に
か
け
て
の
新
冠
町
の

人
口
減
少
率
は
３
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
が
、

地
区
別
増
減
率
の
地
図
（
左
ペ
ー
ジ
図
１
参

照
）
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
ほ
と
ん
ど
の

地
区
で
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
様
な
中
、
大
き
く
人
口
が
増
加
し
た

の
が
共
栄
と
西
泊
津
の
２
地
区
で
す
ね
。
お

話
し
を
聞
く
と
、
増
加
の
要
因
は
明
ら
か
で
、

共
栄
地
区
で
は
老
人
ホ
ー
ム
の
増
築
に
よ
り

町
外
か
ら
の
移
住
者
が
増
え
、
ま
た
、
西
泊

津
地
区
で
は
、
宅
地
開
発
に
よ
り
町
内
外
か

ら
移
住
者
が
集
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
ね
。

　
　

こ
こ
で
分
か
る
の
は
、
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
「
住
む
と
こ
ろ
が
で
き
る
と
人
が
増

え
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
逆
に
、
住
む

と
こ
ろ
が
増
え
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で
は
人
の

入
れ
替
え
し
か
起
き
ず
、
人
口
は
増
加
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

人
口
減
少
を
議
論
す
る
時
「
ど
う
し
て
人

口
が
増
え
な
い
の
か
」
を
考
え
ま
す
が
、
新

し
い
施
設
や
宅
地
が
造
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、

そ
こ
で
生
活
す
る
人
は
増
え
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
再
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
住
宅
対
策
」

　
　

で
は
、
今
後
も
ど
ん
ど
ん
「
宅
地
開
発
」

を
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は

違
う
と
思
い
ま
す
。
何
か
新
し
い
仕
事
場
が

で
き
る
な
ど
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
良
い
で
す

が
、
見
通
し
も
な
く
宅
地
開
発
を
す
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

新
冠
は
、
苫
小
牧
や
札
幌
な
ど
の
人
口
密

集
地
か
ら
の
通
勤
圏
で
は
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
今
後
は
「
住
み
替
え
」
と
い
っ
た
集

落
整
備
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

詳
し
く
説
明
す
る
と
、
市
街
地
な
ど
従
来

か
ら
あ
る
住
宅
地
は
人
口
が
減
少
し
て
い
ま

　平成 30年３月 23 日、新冠町の国

勢調査の結果を携え、札幌市立大学

の原教授の研究室を訪れました。

　原教授は、平成 30年３月末まで札

幌市立大学で教べんを執られ、また、

日本人口学会会長を務めるなど、長

年にわたり日本の人口学をけん引さ

れてきた方です。

　原教授が考える新冠の現状と今後の

まちづくりについて、約２時間にわ

たりお話しを伺いましたので３つの

テーマに分けご紹介します。

←

札幌市立大学　　

原俊彦教授に聞く

新冠町の可能性

「
コ
ー
ホ
ー
ト
分
析
か
ら
」

　
　

次
に
、
５
年
ご
と
の
人
口
増
減
率
を
示

す
コ
ー
ホ
ー
ト
チ
ャ
ー
ト
（
左
ペ
ー
ジ

図
２
参
照
）
を
み
る
と
、
15
歳
～
24
歳

の
年
齢
層
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
時
期
は
進
学
・
就
職
時
期
の
為
、

あ
る
程
度
人
口
流
出
が
起
き
て
し
ま
う

の
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

し
か
し
、
こ
の
後
の
世
代
で
増
加
に

転
じ
て
お
ら
ず
、
卒
業
後
に
新
冠
に
戻

る
の
が
難
し
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
世
代
の
対
策
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
年
齢
が
上
の
層
で
は
、
60
歳

前
後
か
ら
人
口
減
少
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
年
代
の
人
口
減
少
の
原
因
は
、
退

職
前
後
に
町
を
離
れ
て
住
み
替
え
を
す

る
人
が
多
く
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　
　

札
幌
市
や
大
都
市
地
域
で
は
80
歳
前

後
ま
で
人
口
が
増
加
す
る
の
で
、
新
冠

で
は
20
年
早
く
高
齢
者
の
人
口
減
少
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
　

高
齢
者
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

大
都
市
が
抱
え
る
２
０
２
５
年
問
題
（
第

１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
一
斉
に
75

歳
の
後
期
高
齢
者
を
迎
え
る
社
会
問
題
）

の
影
響
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
人

口
減
少
を
防
ぐ
に
は
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

「
人
口
の
波
」

　
　

次
に
、
図
２
チ
ャ
ー
ト
の
特
徴
的
な

動
き
と
し
て
「
人
口
の
波
」
が
あ
り
ま
す
。

　
　

「
第
１
の
波
」
は
、
平
成
12
年
調
査
の

25
歳
～
29
歳
の
世
代
で
、
33
人
増
加
、
増

加
率
８
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
部
分
で
す
。

（
図
２
の
赤
線
囲
み
）

　
　

５
年
後
の
平
成
17
年
の
調
査
で
は
、

37
人
減
少
し
、
減
少
率
は
８
・
４
％
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
平
成
22
年
調
査

で
３
人
、
平
成
27
年
調
査
で
14
人
増
加

し
ま
す
。

　
　

全
世
代
で
人
口
減
少
が
起
き
る
中
、

こ
の
様
に
人
口
増
加
の
波
を
作
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
こ
れ
が
増
え
る
こ
と

で
人
口
の
減
少
率
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
第
１
の
波
も
楽

観
視
で
き
な
い
の
が
、
先
ほ
ど
説
明
し

た
60
歳
前
後
で
始
ま
る
人
口
減
少
で
す
。

　
　

こ
の
世
代
も
15
年
後
に
は
60
歳
の
退

職
年
齢
に
近
づ
き
、
町
外
に
流
出
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
高
齢
者
に
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、「
第
２
の
波
」
が
、
平
成
27

年
調
査
の
25
歳
～
29
歳
の
世
代
で
、
34

人
増
加
、
増
加
率
18
・
３
％
と
な
っ
て

い
る
部
分
で
す
。（
図
２
の
緑
線
囲
み
）

　
　

第
１
の
波
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
波

を
止
め
る
こ
と
な
く
維
持
し
て
い
く
取

り
組
み
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

図１ 新冠町地区別人口増減率

共栄地区と
西泊津地区の
伸び率が大きい

市街地拡大図

←年齢階級

←前回人口

←調査年人口

←増減数

←増減率

増加 ％ 減少

0-4.9

5-9.9

10-14.9

15以上

増加 ％ 減少

0-4.9

5-9.9

10-14.9

15以上

３つのテーマ

　①国勢調査の資料を見て

　②町政懇談会の資料から

　③まちづくりのキーワード

P4  広報にいかっぷ　2018.4 広報にいかっぷ　2018.4 P3



い
る
こ
と
は
、
仕
事
を
選
ぶ
と
き
の
重
要

な
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。

　
　

ミ
ス
タ
ー
介
護
保
険
と
呼
ば
れ
た
山
崎

史
郎
さ
ん
が
、「
人
口
減
少
と
社
会
保
障
」

と
い
う
著
書
の
中
で
、
日
本
は
他
の
先
進

国
と
比
べ
子
育
て
世
代
に
対
す
る
支
援
が

遅
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
国
は
保
育
や
教
育
の
無
償
化
や

子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
の
制
度
化

を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
新
冠
で
こ
れ
ら

の
支
援
制
度
を
先
行
実
施
で
き
れ
ば
、
先

進
事
例
と
し
て
ま
ち
の
魅
力
が
増
す
こ
と

に
な
り
ま
す
し
、
い
ず
れ
国
の
補
助
制
度

が
整
え
ば
そ
の
分
の
財
源
を
新
た
な
補
助

制
度
に
回
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
代

の
た
め
に
継
続
し
た
投
資
を
し
て
い
く
こ

と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
後
継
者
対
策
と
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
」

　
　

先
ほ
ど
、
15
歳
～
25
歳
の
就
学
年
齢
で

町
を
離
れ
た
若
者
が
学
校
卒
業
後
に
地
域

に
戻
り
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
話
し
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の

一
つ
が
後
継
者
対
策
で
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
は
、
親
の
仕
事
を
そ
の
ま
ま

継
ぐ
の
で
は
な
く
、
儲
か
る
仕
事
や
付
加

価
値
へ
の
転
換
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
支
援
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
若
い
世
代
に
お
い
て
快
適
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
生
活
必
需
品
で
あ

り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で
す
。

　
　

国
で
は
、
無
線
方
式
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
環
境
整
備
の
取
り
組
も
始
め
た
こ

と
か
ら
、
そ
れ
も
今
後
の
選
択
肢
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
し
、
産
業
振
興
な
ど
と
絡

め
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

町
民
会
議
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
中
心

と
な
っ
て
地
域
の
代
表
者
を
数
名
集
め
て

会
議
を
す
る
よ
り
、
地
域
住
民
や
利
害
関

係
者
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て
、
生
活
実
態

に
即
し
た
形
で
会
議
を
す
る
と
即
効
性
と

実
現
性
の
あ
る
話
し
合
い
が
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

③
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

そ
の
①
「
中
国
山
地
の
事
例
」

　
　

地
域
活
性
化
事
例
と
し
て
、
藻
谷
浩
介

さ
ん
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
取
材
班
が
書
い
た
「
里

山
資
本
主
義
」
で
は
、
地
方
を
活
性
化
さ

せ
る
の
は
、
地
域
に
あ
る
た・

・だ
の
も
の
の

活
用
に
あ
る
と
の
視
点
で
、
広
島
県
内
の

住
宅
用
建
材
会
社
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
会
社
で
は
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
捨

て
て
い
た
「
お
が
屑
」
を
燃
料
と
す
る
発

電
機
を
導
入
し
、
電
気
料
と
木
材
産
廃
費

用
が
不
要
と
な
り
、
余
分
な
電
気
を
売
電

す
る
こ
と
で
、
１
年
で
４
億
円
の
経
費
を

節
約
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
　

ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
、
空
の
オ
イ
ル
缶

と
間
伐
材
を
材
料
と
し
た
空
き
缶
ス
ト
ー

ブ
を
暖
房
や
調
理
に
活
用
し
、
家
庭
の
燃

料
費
を
抑
え
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
生
活

に
ゆ
と
り
が
出
た
な
ど
の
経
済
学
の
視
点

を
交
え
た
暮
ら
し
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

都
会
で
は
、
い
く
ら
所
得
が
高
く
て
も

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
生
活
費
と
し
て
消
費
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

最
近
は
、
所
得
が
少
な
く
て
も
、
畑
で
作

物
を
育
て
物
々
交
換
を
す
る
な
ど
、
そ
の

土
地
や
住
民
と
関
係
を
育
み
な
が
ら
暮
ら

す
生
活
に
魅
力
を
感
じ
移
住
す
る
若
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
こ
の
様
な
若
者
が
持
つ
技
術
や
感

性
と
地
方
の
農
業
が
融
合
し
、
新
し
い
産

業
の
形
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
②
「
町
が
潤
う
仕
組
み
」

　
　

今
、
ニ
セ
コ
周
辺
地
区
は
、
海
外
投
資

に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
盛
ん
で
世
界
中

か
ら
観
光
客
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　

外
か
ら
見
る
と
、
こ
の
地
区
は
と
て
も

潤
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
昨
年
、

倶
知
安
町
民
の
所
得
税
な
ど
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
実
際
に
は
地
域
住
民
の
所
得
は

上
が
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

原
因
は
、
ホ
テ
ル
も
飲
食
業
も
オ
ー
ナ
ー

が
町
外
者
で
お
金
が
地
元
に
落
ち
な
い
た

め
で
、
今
後
は
、
観
光
客
が
消
費
す
る
お

金
を
地
元
の
農
家
や
お
店
に
流
し
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

外
か
ら
入
っ
た
お
金
を
町
の
中
に
溜
め

る
た
め
に
お
金
の
流
れ
を
見
直
す
と
い
う

の
は
、
家
庭
だ
け
で
は
な
く
町
の
単
位
で

も
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
　

例
え
ば
あ
る
町
で
は
、
予
算
不
足
の
た

め
町
道
の
補
修
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
と
住
民
が
話
し
合

い
を
行
い
、
住
民
が
自
分
達
で
補
修
工
事

を
行
う
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

　
　

町
外
業
者
に
発
注
す
る
と
お
金
が
町
外
に

出
て
し
ま
い
ま
す
が
、
自
治
体
が
道
路
補

修
の
材
料
を
用
意
し
、
町
民
が
補
修
作
業

を
行
い
、
業
務
に
携
わ
っ
た
人
が
作
業
賃

を
受
け
取
る
こ
と
で
、
町
の
お
金
が
町
民

の
所
得
と
な
る
サ
イ
ク
ル
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
③
「
外
国
人
労
働
者
の
活
用
」

　
　

先
ほ
ど
も
少
し
ふ
れ
ま
し
た
が
、
人
口

確
保
や
雇
用
対
策
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

外
国
人
に
対
す
る
対
策
が
急
務
で
す
。

　
　

海
外
か
ら
の
農
業
実
習
生
が
町
内
で
結

婚
し
た
り
、
外
国
人
が
移
住
し
て
子
ど
も

を
産
め
ば
、
２
代
・
３
代
と
続
い
て
い
く

可
能
性
が
生
ま
れ
、
人
口
減
少
を
抑
え
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
さ
に
、

今
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
そ
の
流
れ
で
す
。

　
　

「
そ
こ
ま
で
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？
」

と
い
う
疑
問
の
声
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

日
本
の
人
口
が
平
成
20
年
に
減
少
に
転
じ
、

今
後
、
人
口
減
少
問
題
が
町
の
存
続
を
左

右
す
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
町
の
機
能
を
維
持
で
き
な
く
な
る

危
険
性
が
あ
り
、
外
国
人
を
円
滑
に
受
け

入
れ
る
制
度
の
確
立
が
必
要
で
す
。

そ
の
④
「
多
様
性
の
あ
る
社
会
」

　
　

子
育
て
支
援
な
ど
の
拡
充
が
進
む
な
か

で
「
子
ど
も
を
産
ま
な
い
の
が
ダ
メ
」「
結

婚
し
な
い
の
が
ダ
メ
」
と
い
う
雰
囲
気
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
も
の
は
、
結
婚

し
た
い
人
の
た
め
の
結
婚
支
援
制
度
で
あ

り
、
子
ど
も
が
欲
し
い
人
の
た
め
の
出
産
・

子
育
て
支
援
制
度
の
必
要
性
で
す
。

　
　

最
近
は
、
同
性
愛
者
に
証
明
書
を
出
す

自
治
体
も
増
え
る
な
ど
、
多
様
化
し
て
い

く
個
人
を
社
会
全
体
で
受
け
入
れ
る
雰
囲

気
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
外
国
人

や
移
住
者
の
価
値
観
な
ど
も
含
め
て
広
く

受
け
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

多
様
な
も
の
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
今
あ
る
枠
や
線
を
外
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」

も
同
じ
で
、
町
民
が
行
政
の
仕
事
を
し
た

り
、
行
政
が
地
域
に
出
て
仕
事
を
す
る
な

ど
、
今
後
は
ど
ん
ど
ん
仕
事
や
地
域
の
形

が
混
ざ
り
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
社
会
の
多
様
性

に
つ
な
が
り
、
こ
れ
か
ら
地
域
が
生
き
残
っ

て
い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。　
　
　

  　

…
終
わ
り

②
町
政
懇
談
会
の
資
料
を
見
て

　
　

町
政
懇
談
会
の
町
長
の
挨
拶
（
平
成
29
年

11
月
実
施
）
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ま
ず
感
じ
た
の
は
、「
国
や
北
海
道
が
進
め

る
施
策
方
針
と
個
々
の
自
治
体
の
施
策
の
方

針
が
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
、
た
と
え
方
針
が
対
立
し
た
と
し
て
も
、

地
方
自
治
体
は
、
住
民
の
意
思
に
基
づ
き
独

自
の
施
策
方
針
を
貫
く
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

が
地
方
自
治
の
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

地
域
の
持
続
可
能
性
が
危
機
に
瀕
し
て
い

る
状
況
で
は
、
地
域
自
治
体
は
そ
の
存
続
を

か
け
て
可
能
な
こ
と
は
何
で
も
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
結
果
的
に
財
政
が
破
綻
し
、
さ

ら
に
状
況
を
悪
化
さ
せ
る
危
険
性
は
あ
り
ま

す
が
、
何
も
し
な
け
れ
ば
新
し
い
住
民
を
獲

得
す
る
以
前
に
、
今
い
る
地
域
の
人
々
の
生

活
さ
え
成
り
立
た
な
く
な
り
、
さ
ら
に
人
口

減
少
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

特
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
教
育
に
関
わ
る
こ

と
は
、
最
優
先
で
実
施
し
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

「
国
保
診
療
所
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」

　
　

国
保
診
療
所
の
有
床
化
に
つ
い
て
は
、
そ

の
診
療
所
で
働
く
医
者
が
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
や
め
る
べ
き
で
す
が
、
も
し
、
医
者
が
い

る
の
な
ら
思
い
切
っ
て
進
め
る
こ
と
が
良
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
の
理
由
は
、
図
２
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
新
冠
で
は
引
退
年
齢
で
町
外
に
出
る
人

が
多
く
、
高
齢
者
に
は
住
み
づ
ら
い
ま
ち
だ

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
　

生
活
を
営
む
原
点
で
あ
る
医
療
や
教
育
、

買
い
物
や
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

守
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
　

ま
た
、
高
齢
者
は
災
害
が
起
き
て
も
す
ぐ

に
逃
げ
出
せ
な
い
の
で
、
町
民
の
安
全
を
守

る
防
災
対
策
も
重
要
な
施
策
で
す
。

　
　

生
鮮
食
料
品
店
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
実
は
、
都
市
部
で
も
同
様
の
問
題

が
起
き
て
お
り
、
以
前
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
１

階
に
あ
っ
た
生
鮮
食
料
品
店
が
、
今
は
コ
ン

ビ
ニ
に
変
り
、
今
度
は
そ
の
コ
ン
ビ
ニ
が
需

要
減
少
や
従
業
員
不
足
の
た
め
に
閉
店
し
始

め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　

買
い
物
対
策
と
し
て
は
、
公
設
民
営
ス
ー

パ
ー
や
公
共
施
設
内
の
販
売
所
の
設
置
な
ど

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
宅
配
も
増
え
て
い

ま
す
が
、
価
格
が
高
か
っ
た
り
、
業
者
の
人

手
不
足
な
ど
の
問
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　

こ
の
た
め
最
近
で
は
、
商
品
を
乗
り
合
い

バ
ス
で
山
間
部
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
は
地

域
住
民
が
自
宅
ま
で
配
送
す
る
事
例
も
出
て

き
ま
し
た
。

「
教
育
環
境
の
充
実
と
子
育
て
世
代
の
支
援
」

　
　

小
学
校
の
複
式
学
級
回
避
の
方
針
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
何
が
何
で
も
単
式
を
維

持
す
る
努
力
が
必
要
で
す
。

　
　

教
育
環
境
が
整
わ
な
け
れ
ば
子
育
て
世
代

の
定
着
が
見
込
め
ま
せ
ん
が
、
教
育
環
境
が

整
え
ば
町
の
魅
力
は
高
ま
り
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
給
食
費
の
無
料
化
や
子
ど
も
の

医
療
費
無
償
化
に
つ
い
て
も
、
今
の
子
育
て

世
代
の
家
族
形
態
や
雇
用
状
況
を
考
え
る
と

大
事
な
施
策
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　

ま
た
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
今

の
産
業
形
態
を
維
持
す
る
に
は
外
国
人
労
働

者
の
確
保
が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
外

国
人
に
と
っ
て
も
、
自
分
の
家
族
や
子
ど
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
制
度
が
整
っ
て

　
　
原
先
生
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
取

材
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
記
事
の
中
に
出
て
き
た
「
人
口
減
少
と

社
会
保
障
」「
里
山
資
本
主
義
」
の
2
冊
は
、

図
書
プ
ラ
ザ
に
蔵
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

原俊彦教授

早稲田大学第政経学部卒業

ドイツ・フライブルク大学留学

　　　　　　（社会学博士取得）

札幌市立大学デザイン学部教授

　　　　　（平成 30年３月退職）

札幌市立大学非常勤講師

　　　　　（平成 30 年４月より）

←
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①
大
雪
に
伴
う
農
業
施
設
被
害

　

平
成
30
年
２
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て

断
続
的
に
降
り
続
い
た
大
雪
に
よ
り
日
高
中

部
地
域
で
は
、
そ
菜
園
芸
用
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
を
中
心
に
、
農
業
用
施
設
が
倒
壊
す
る

な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
、
当
町
に
お
き
ま
し

て
も
農
業
者
へ
の
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
新
冠
町
農
協
が
取
り
ま
と
め
た
２

月
13
日
現
在
の
被
害
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
農
家
総
数
は
25
戸
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
や
簡
易
牛
舎
な
ど
の
被
災
し
た
農

業
用
施
設
数
は
１
４
０
棟
、
被
害
総
額
は

３
億
２
７
６
９
万
２
千
円
で
す
。

　

内
訳
は
、
ピ
ー
マ
ン
や
ア
ス
パ
ラ
を
生
産

し
て
い
る
「
そ
菜
園
芸
」
部
門
に
被
害
が
集

中
し
て
お
り
、
被
災
し
た
農
家
は
19
戸
、
倒

壊
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
１
３
３
棟
、
被

害
額
は
３
億
５
１
９
万
２
千
円
で
、
被
害
総

額
の
９
割
以
上
が
「
そ
菜
園
芸
」
部
門
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
畜
産
部
門
で
は
肉
牛
農
家

４
戸
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
製
の
簡
易
牛
舎

や
簡
易
牧
草
庫
な
ど
が
損
壊
し
、
被
害
額
は

１
２
５
０
万
円
、
軽
種
馬
で
は
農
家
２
戸
で

厩
舎
１
棟
、
倉
庫
１
棟
の
屋
根
が
そ
れ
ぞ
れ

損
壊
し
、
被
害
額
は
１
０
０
０
万
円
と
い
う

内
訳
で
す
。

　

こ
の
災
害
へ
の
対
応
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

被
害
の
状
況
や
支
援
対
策
に
関
す
る
情
報
の

共
有
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
２
月
15
日
に
町
、

農
協
、
農
業
委
員
会
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農

業
共
済
組
合
で
構
成
す
る
「
新
冠
町
大
雪
災

害
対
策
本
部
」
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
17
日
か
ら
28
日
ま
で
の
12
日

間
を
か
け
て
、
農
協
職
員
や
町
職
員
を
被
災

農
家
へ
派
遣
し
、
こ
れ
に
新
冠
建
設
協
会
の

会
員
や
ホ
ク
レ
ン
、
農
協
中
央
会
な
ど
の
農

協
系
統
団
体
、
肥
料
や
運
送
な
ど
ピ
ー
マ
ン

の
生
産
・
出
荷
に
関
連
の
あ
る
民
間
会
社
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
加
わ
り
、
延
べ
人
数

３
７
５
人
が
倒
壊
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内

の
除
雪
や
廃
材
と
な
っ
た
パ
イ
プ
、
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
撤
去
作
業
に
従
事
さ
れ
、
復
旧
に

向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
農
業
者
に
対
す
る
ハ
ウ
ス
資

材
の
購
入
費
や
設
置
費
用
な
ど
経
済
的
な
支

援
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
や
北
海
道
へ
の

財
政
支
援
を
求
め
る
べ
く
、
新
ひ
だ
か
町
と

協
力
し
、
国
会
議
員
や
北
海
道
知
事
、
北
海

道
議
会
議
員
に
対
す
る
要
望
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
国
や
北
海
道
か
ら
の
具
体
的

な
支
援
策
の
情
報
は
無
く
、
町
と
し
て
の
対

応
に
つ
き
ま
し
て
も
国
や
北
海
道
の
対
応
を

確
認
し
て
か
ら
お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
被
災

し
た
農
業
者
の
経
済
的
な
負
担
や
生
産
意
欲

を
保
ち
、
ま
た
、
生
産
量
の
減
少
に
よ
る
道
内
・

外
の
消
費
者
へ
の
影
響
を
出
来
る
だ
け
抑
え

る
よ
う
、
町
と
し
て
も
可
能
な
限
り
の
支
援

は
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
向
け
た
取
組

　

去
る
２
月
７
日
、
浦
河
町
に
お
い
て
日
高

管
内
７
町
長
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
西
野
副
社
長

と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
鉄
路
を
活
か
し

た
早
期
運
行
再
開
、
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー

ク
ル
の
導
入
、
護
岸
決
壊
箇
所
の
恒
久
的
な

復
旧
対
策
な
ど
の
要
請
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
16
日
に
は
、
日
高
町
村
会
に

よ
る
要
望
活
動
を
、
北
海
道
知
事
及
び
北
海

道
議
会
に
対
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

要
望
は
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
早
期
運
行
再
開

と
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
と

し
て
、
日
高
線 

鵡
川
～
様
似
間
の
早
期
運
行

再
開
を
道
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し

要
請
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
早
急
に

抜
本
的
な
解
決
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
を

要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

③
株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ
の
運
営

　

近
年
、
営
業
収
益
で
厳
し
い
状
態
が
続
く

中
、
経
営
の
改
善
を
図
る
た
め
の
方
策
と
し

て
、
札
幌
市
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
フ
ァ

ウ
ン
ド
に
対
し
、
売
上
に
見
合
っ
た
費
用
負

担
に
よ
る
経
営
改
善
方
策
と
し
て
、
平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
同
社
へ
の
業
務
委
託
を
行

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

受
託
し
た
フ
ァ
ウ
ン
ド
に
お
き
ま
し
て
鋭

意
、
経
営
改
善
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
業
務
委
託
期
間
に
つ
き
ま
し

て
は
、
２
年
間
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
契
約
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
契
約
を
終
了
し
、
４

月
か
ら
は
委
託
前
の
形
態
の
新
冠
ヒ
ル
ズ
に

お
い
て
直
接
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
と
の

報
告
が
町
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
住
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
づ
く
り
や
交
流

人
口
の
促
進
を
図
る
施
設
と
し
て
、
新
冠
ヒ

ル
ズ
に
お
き
ま
し
て
、
一
層
の
経
営
改
善
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
新
冠
温
泉
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
、
出
資
団
体
の
新
冠

町
と
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

④
国
保
制
度
改
革
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
は
、
市
町
村
を
単
位
と
す

る
公
的
医
療
保
険
制
度
と
し
て
、
会
社
員
等

が
加
入
す
る
被
用
者
保
険
と
と
も
に
、
国
民

皆
保
険
制
度
を
支
え
る
要
の
役
割
を
60
年
近

く
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

議　会
-第１回定例会 -

　３月７日に招集された第１回定例町議会は、

町長・教育長の行政報告、新年度の執行方針や

予算などが審議されました。

　ここでは、町長と教育長の行政報告（抜粋）

についてお知らせします。

町
長
行
政
報
告

　

し
か
し
近
年
、
年
齢
構
成
が
高
い
こ
と
や
、

市
町
村
に
生
じ
た
所
得
水
準
や
医
療
費
水
準

の
差
に
よ
り
、
保
険
税
水
準
に
大
き
な
開
き

が
生
じ
て
き
て
お
り
、
特
に
小
規
模
市
町
村

で
は
財
政
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
と
い
っ

た
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
改
善
し
、
国
保
制
度
の

安
定
的
な
運
営
に
向
け
、
平
成
27
年
５
月
に

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
、
都
道
府
県
が
市
町
村
と
と

も
に
国
保
の
運
営
を
行
い
、
安
定
的
な
財
政

運
営
や
効
率
的
な
事
業
の
確
保
な
ど
に
中
心

的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
は
保
険
給
付
に
係
る
費
用
を
市

町
村
へ
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
、
保
険
税
に

つ
い
て
は
将
来
的
に
平
準
化
を
め
ざ
し
、
市

町
村
毎
の
標
準
保
険
税
率
を
算
定
し
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
事
務
の
効
率
化
・
広
域
化
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
都
道
府
県
へ
事
業
費
納
付
金

を
納
め
る
こ
と
と
な
り
、
事
業
費
納
付
金
に

見
合
う
、
保
険
税
率
に
よ
る
賦
課
・
徴
収
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
資
格
管
理
、

保
険
給
付
、
保
険
事
業
等
の
事
業
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

⑤
国
保
診
療
所
の
新
た
な
医
師
の
就
任
と

　
病
床
再
開
に
つ
い
て

　

現
在
、
常
勤
医
師
３
名
体
制
に
よ
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
３
月
31
日
付
を
も
ち
ま
し
て
上
田
所
長

が
満
75
歳
に
よ
り
定
年
退
職
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

上
田
所
長
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
に
国

保
診
療
所
の
所
長
と
し
て
着
任
し
て
い
た
だ

き
、
当
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
に
２
年
間

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て

心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
所
長
の
後
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、

渡
部
副
所
長
が
診
療
所
長
と
し
て
本
年
４
月

１
日
か
ら
新
た
な
立
場
で
勤
務
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
て
多
く
の
町

民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
、
地
域
に
根
づ
い

た
医
療
、
さ
ら
に
は
保
健
、
福
祉
と
の
連
携

に
よ
る
予
防
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
、
町
民

の
皆
様
方
の
要
望
に
出
来
る
限
り
応
え
る
努

力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
地
域
医
療
に
関

心
が
高
く
、
率
先
し
て
地
域
医
療
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
医
師
の
招
聘
に
つ

い
て
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
３
人
目
の
常
勤

医
師
と
し
て
西
森
博
幸
医
師
に
就
任
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
専
門
診
療
と
し
て
内
視
鏡
の
指
導

医
の
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
着

任
後
は
内
視
鏡
に
よ
る
検
査
の
充
実
強
化
に

意
欲
を
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
豊
富
な
職
歴
と
実
務
経
験
を
有
し
、

大
変
誠
実
な
性
格
か
ら
患
者
さ
ん
一
人
一
人

を
大
切
に
し
て
い
た
だ
け
る
医
師
で
あ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
入
院
病
床
及
び
救
急
外
来
患
者
24

時
間
受
入
体
制
を
い
ち
早
く
再
開
で
き
る
よ

う
本
格
的
な
諸
準
備
に
着
手
し
て
お
り
、
病

床
再
開
な
ど
に
向
け
、
最
大
限
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
準
備
を
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
理

解
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

①
平
成
29
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、

　
運
動
習
慣
等
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

実
技
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
実
技
調
査
に
お
け
る
８
種
目
の
総
体

を
示
す
体
力
合
計
点
に
つ
い
て
は
、
小
学
５

年
生
男
女
と
も
に
、
全
国
平
均
と
「
同
等
」

で
あ
り
、
中
学
２
年
生
男
女
に
つ
い
て
は
全

国
よ
り
「
や
や
高
い
」
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
加
え
た
上

で
、
学
校
と
も
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
ま
す
。

②
平
成
30
年
度
新
冠
小
中
学
校
学
級
編
制
と

　
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
園
児
数

　

新
冠
小
学
校
の
児
童
数
に
つ
い
て
は
、
全

体
で
２
４
６
名
を
見
込
ん
で
お
り
、
前
年
度

２
３
７
名
か
ら
９
名
の
増
と
な
る
予
定
で
す
。

　

次
に
、
朝
日
小
学
校
の
児
童
数
に
つ
い
て

は
、
47
名
で
、
前
年
度
53
名
か
ら
６
名
減
と

な
り
ま
す
。
普
通
学
級
は
４
学
級
と
な
り
、

本
年
度
の
５
学
級
か
ら
更
に
１
学
級
の
減
と

な
り
ま
す
。

　

次
に
、
新
冠
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
生
徒

数
は
１
３
３
名
を
見
込
み
前
年
度
１
４
０
名

か
ら
７
名
の
減
少
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
園
児
数

に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
の
総
園
児
数
は

１
６
３
名
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

③
新
冠
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
希
望
状
況

　

生
徒
51
名
中
、
進
学
が
50
名
、
進
路
相
談

継
続
者
が
１
名
で
あ
り
ま
す
。

　

進
学
の
内
訳
は
、
静
内
高
等
学
校
37
名
、

静
内
農
業
高
等
学
校
４
名
、
私
立
高
校
３
名
、

道
内
外
公
立
高
校
へ
６
名
の
希
望
で
ご
ざ
い

ま
す
。

④
レ
・
コ
ー
ド
館
開
館
20
周
年
記
念
事
業
の

　
実
施
結
果
に
つ
い
て

　

記
念
事
業
の
第
１
弾
と
い
た
し
ま
し
て
、

昨
年
６
月
３
日
に
「
レ
・
コ
ー
ド
館
誕
生
記

念
イ
ベ
ン
ト
」
と
「
南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
同
日
開
催
し
、
ま
た
、
レ
コ
ー
ド
収
集
事

業
が
、
目
標
の
１
０
０
万
枚
を
達
成
し
た
た

め
、
レ
・
コ
ー
ド
館
開
設
日
の
６
月
８
日
に

記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
に
は
、「
米
村
で
ん
じ
ろ
う
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
そ
し
て
、
最
後
の
記
念
事

業
と
し
て
、
去
る
２
月
24
日
に
「
昭
和
音
楽

大
学
ウ
イ
ン
ド
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス
ペ
シ
ャ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、「
レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る

町
づ
く
り
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
象
徴
施
設
と

し
て
、
ま
た
、
町
民
の
様
々
な
文
化
活
動
拠

点
と
し
て
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開館20周年記念昭和音大スペシャルコンサート

教
育
長
行
政
報
告

ビニールハウス撤去作業の様子

P8  広報にいかっぷ　2018.4 広報にいかっぷ　2018.4 P7



　

３
月
10
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
シ
ア
タ
ー
で
新

冠
町
観
光
振
興
推
進
協
議
会
主
催
「
新
冠
町
馬

産
地
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
、
町
内

外
か
ら
約
50
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
部
形
式
で
開
か
れ
、
第

１
部
で
は
、
プ
ロ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
マ
ー
と
し
て

活
躍
す
る
森
川
勇
一
郎
さ
ん
が
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
の
観
光
ツ
ー
ル
と
し
て
の
可
能
性
に
つ

い
て
講
演
し
、
第
２
部
で
は
、
同
協
議
会
の
今

年
度
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
町
内
で

「
馬
」
に
関
わ
る
仕
事
を
さ
れ
る
３
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
参
加
し
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開

か
れ
、
馬
産
地
新
冠
の
可
能
性
つ
い
て
約
１
時

間
に
わ
た
り
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
冠
町
観
光
振
興
推
進
協
議
会

馬
産
地
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

３
月
３
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、

安
全
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
の
使

用
方
法
や
効
果
的
な
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
組
み
方
な
ど

を
学
ぶ
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ
ム
ト

レ
ー
ナ
ー
の
高
津
宏
樹
さ
ん
が
務

め
、
参
加
者
は
実
際
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
器
具
を
使
用
し
な
が
ら
、
年

齢
や
体
力
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
に
つ
い
て
講

師
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
、
第
18
回
新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド

杯
卓
球
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
外

か
ら
参
加
し
た
１
９
２
名
の
選
手

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
会
場
に
設
置
さ
れ

た
16
台
の
卓
球
台
で
一
斉
に
試
合

が
始
ま
り
、
最
初
は
29
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
団
体
戦
が
行
わ
れ
、
続

い
て
全
選
手
が
参
加
す
る
個
人
戦

が
開
か
れ
、
約
７
時
間
に
わ
た
り

白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
役
場
会
議
室
で
、

町
と
町
内
を
配
達
区
域
と
す
る
５

つ
の
郵
便
局
が
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
、
子
ど
も
の
見
守
り
、
道
路

の
損
傷
、
不
法
投
棄
な
ど
の
情
報

提
供
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
、
泉
生
活
館
で
平
成

29
年
度
最
後
と
な
る
「
認
知
症
勉

強
会
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
」
を
正
し
く
学
ん
で
も

ら
お
う
と
開
か
れ
た
こ
の
勉
強
会

は
町
内
９
カ
所
の
生
活
館
等
で
開

か
れ
、延
べ
63
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
度
も
継
続

し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

基
本
を
学
ん
で
筋
力
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
開
催

新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
杯
卓
球
大
会

１
９
２
名
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

地
域
社
会
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め

町
内
郵
便
局
と
連
携
協
定
締
結

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う

平
成
29
年
度
認
知
症
勉
強
会
終
わ
る

　

北
海
道
森
林
組
合
連
合
会
と
農
林
中
央
金

庫
札
幌
支
店
は
、
環
境
保
全
と
持
続
可
能
な

森
づ
く
り
の
進
展
な
ど
地
域
に
お
け
る
森
林

環
境
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
認
定
こ
ど

も
園
ド
・
レ
・
ミ
に
北
海
道
産
の
木
材
を
使

用
し
た
木
の
お
も
ち
ゃ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
、
認
定
こ
ど
も
園
に
関
係
者
が

集
ま
り
贈
呈
式
が
行
わ
れ
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
、
早
速
、
積
み

木
や
木
馬
、
木
の
人

形
や
カ
ッ
プ
け
ん

玉
な
ど
た
く
さ
ん

の
木
の
お
も
ち
ゃ

を
取
り
出
し
て
、
楽

し
そ
う
に
遊
ん
で

い
ま
し
た
。

北
海
道
森
林
組
合
連
合
会

木
の
お
も
ち
ゃ
を
寄
贈

　

３
月
８
日
、
認
定
こ
ど
も
園
で

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ぴ
ぐ
れ
っ
と
の

平
成
29
年
度
最
後
の
活
動
と
し
て
、

親
子
で
ク
レ
ー
プ
を
作
る
ミ
ニ

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
活
動
に
は
14
組
の
親

子
が
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

焼
き
上
が
っ
た
ク
レ
ー
プ
生
地
の

上
に
、
イ
チ
ゴ
や
ミ
カ
ン
の
果
物

と
生
ク
リ
ー
ム
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
作
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
公
益
社
団
法
人
浦

河
地
方
法
人
会
新
冠
支
部
の
地
域

還
元
活
動
の
一
環
と
し
て
、
新
冠

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
シ
ン
バ
ル
一

組
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
法
人
会
の
寄
贈
は
今
年
で
３

回
目
で
、
廣
島
会
長
は
「
部
員
の

皆
さ
ん
の
日
々
の
頑
張
り
に
敬
意

を
表
し
楽
器
を
寄
贈
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
し
、
武
田
部
長
に
楽
器
を

手
渡
し
ま
し
た
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ぴ
ぐ
れ
っ
と

み
ん
な
で
ク
レ
ー
プ
を
作
ろ
う
！

浦
河
地
方
法
人
会
新
冠
支
部

新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部
へ
楽
器
を
寄
贈

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

３
月
29
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町

民
ホ
ー
ル
で
楽
器
体
験
講
座
成
果

発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
を
披
露
し
た
の
は
、
昨
年

夏
か
ら
社
会
教
育
課
事
業
の
楽
器

体
験
講
座
に
参
加
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
で
、
発
表
会
で
は
、
講
師
の

ブ
ル
ー
ホ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
と
共

に
ス
テ
ー
ジ
に
あ
が
り
「
イ
エ
ス

タ
デ
イ
」
と
「
オ
ン
リ
ー
・
ユ
ー
」

の
２
曲
を
堂
々
と
演
奏
し
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
、
新
冠
町
商
工
会
女

性
部
役
員
が
役
場
を
訪
れ
、
教
育

長
に
「
愛
の
鈴
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
で
は
、
例
年
、
小
学
１

年
生
に
な
る
子
ど
も
た
ち
に
交
通

安
全
の
願
い
を
込
め
た
手
づ
く
り

の
お
守
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お

り
、
こ
の
日
は
、
役
員
３
名
が
完

成
し
た
ば
か
り
の
お
守
り
50
個
を

氷
川
神
社
に
持
参
し
、
お
祓
い
を

受
け
た
後
に
教
育
委
員
会
に
届
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
存
分
に
披
露

楽
器
体
験
講
座
成
果
発
表
会

町
商
工
会
女
性
部
か
ら
の
贈
り
物

交
通
安
全
祈
願
「
愛
の
鈴
」
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　町では、これまで税金や各種使用料の納入の利便性

を図るため、月に２回夜間窓口を開設しておりました

が、近年は利用がほとんどないことから、平成 30年

３月末日をもって夜間窓口を廃止しました。

　今後は、より一層の利便性の向上を図るため、コン

ビニ収納の範囲拡充などを検討してきますので、ご理

解のほどよろしくお願いいたします。

　なお、節婦移動窓口は、これまで通り開設いたしま

すので、日程を確認の上、ご利用ください。

・移動窓口開設日

・開設時間

　午後１時30分から午後４時 30分まで

　※下旬の開設日は、午後６時30分まで開設します。

・開設場所

　新冠消防第二分団庁舎（節婦分遣所）

●問い合わせ先

　税務課税務グループ納税係　☎ 0146・47・2115

＜役場保健福祉課　健康相談＞

　役場保健福祉課には、健康に関する専門職である保健師・管理栄

養士・歯科衛生士がいます。

　妊娠期～乳幼児期～成人期～高齢期まで、あらゆる年代の健康づ

くりをサポートさせていただきます。

　役場開庁時間中（８時 30分～ 17時 15分）は、いつでも相談をお

受けしておりますので、お気軽にご相談ください。

・相談例：妊娠・出産・子どもの成長の悩み、予防接種、歯の生え方

　　　　　歯磨き、生活習慣病の方の食事、血圧、メタボ改善など。

●問い合わせ先　保健福祉課保健福祉グループ健康推進係　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

＜静内保健所　こころの健康相談＞

・内　容：医師がこころの健康問題についてのご相談に応じます。

・相談例：うつ状態、ストレスによる不眠、認知症、ひきこもり、

　　　　拒食、薬物依存、ギャンブルなど

・相談日：４月13日、５月 11日、６月１日（７月以降も月１回開催）

・その他：相談時間13時 30分～ 15時 30分／相談料無料

＜静内保健所　女性の健康相談＞

・内　容：女性特有の健康上の悩みについて、ご相談に応じます。

・相談例：妊娠・出産・子育てについて、思春期の性、望まない妊娠

　　 　　性感染症について、更年期の健康問題など

・相談日：４月25日、５月 23日、６月 27日（７月以降も月１回開催）

・その他：相談時間13時～ 16時／相談料無料

●問い合わせ先　静内保健所健康推進課　☎ 0146・42・0251

　新冠町子ども誕生祝金について（新制度）
　平成 30年４月１日より、次世代を担う子どもの出

産を祝うとともに、子育てに伴う家計の負担軽減と少

子化対策などに寄与することを目的に、子どもを出産

した家庭に祝い金を交付することが決定しました。

　制度詳細は、４月 13日発行の町政事務委託文書を

ご確認ください。

・交付対象者

　出産の日において町内に住所を有し、出産した子ど

もを養育する父又は母のいずれかとする。

・祝金の額

　子ども１人につき一律10万円

国民年金のお知らせ～会社を退職された方へ～

　勤務先を退職されたとき、20歳以上60歳未満の方は

厚生年金保険から国民年金への変更の届出が必要です。

　また、退職された方に扶養されていた配偶者（20歳

以上60歳未満）も同様に手続きが必要です。

・手続きに必要なもの

　①年金手帳、②印鑑、③退職日が確認できるもの

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ社会係　☎ 0146・47・2112

　巡回児童相談では、育児や成長・発

達などの問題について、室蘭児童相談

所の児童福祉司及び判定員が相談をお

受けいたします。

・相談内容

　療育手帳の申請・更新

　成長・発達に関する相談

・対象

　18歳未満のお子さんとその保護者

・日時

　１回目　平成30年４月 17日（火）

　２回目　 　〃　　８月21日（火）

　３回目　平成31年１月 22日（火）

・場所

　新冠町役場　３階　和室、会議室

・申込

　相談に係る提出書類作成などの事前

準備がありますので、相談を希望され

る方は１ヶ月前までに下記までご連絡

ください。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ福祉係

　☎ 0146・47・2113

ご寄附ありがとうございました。
（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆㈱北海道日高牧場	 （2,000,000円）

☆平田　繁	 （コートハンガー１台）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆高橋　喜夫	（プリン96 個・ヤクルト100 本）

☆木村千鶴子	 （カット布１袋）

☆山口　キミ	 （古布７袋）

☆佐藤　順子	 （古布２袋）

☆商工会女性部	 （古布５袋）

☆ボランティアグループあゆみ	

（カット布３袋）

☆ボランティアグループちょぼら	

（カット布４袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆平田　繁	 （100,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆宅石　忠則	 （古布３袋）

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

４
月

13日（金） 13：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

16日（月） 13：30～15：30 えましあ茶ロン えましあ

24日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

保健センター
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

５

月

11日（金）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）

泊津生活館

14：00～15：30 泉生活館

14日（月）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）

保健センター

13：30～15：00 節婦生活館

15日（火） 受付 13：10～ ＢＣＧ予防接種 保健センター

16日（水） 13：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

18日（金）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）

緑丘生活センタ―

14：00～15：30 おうるの郷

21日（月）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）

朝日農村環境改善センター

13：30～15：00 太陽開拓婦人ホーム

22日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

保健センター
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　新冠小学校には、子どもたちが本に興味をもっても

らうことを目的に活動する「図書ボランティア」があ

り、現在、ボランティアスタッフを募集しております。

　毎回・毎週ではなくても、都合のつく日を交替で行っ

ております。難しい仕事はないので、活動に興味があ

る方は、お気軽にご相談ください。

　また、小学校にお子さんがいなくてもどなたでも大

歓迎ですので、一緒に活動を楽しみましょう！

≪主な活動内容≫

・読み聞かせ

　低学年に向けて朝の読み聞かせをしています。

　毎週月曜日・木曜日　午前８時10分～ 20分

・図書室運営

　本の整理やカウンターで本の貸し出しをします。

　毎週火曜日・木曜日　午前10時５分～ 25分

●問い合わせ先：新冠小学校佐藤(図書担当) ☎0146・47・2103

　肩や肘の痛みの原因は、スポーツだけによるもので

はありません。私たちの普段の仕事（農作業や軽種馬

関係、デスクワークなど）や、加齢に伴うものなど多

岐にわたり、日常の生活にも多く潜んでいます。

　今回の生涯学習講座では、肩と肘のスペシャリス

ト（専門医）から、痛みの原因や予防法を教わるほか、

更に、エコーを使った無料診断や、無料リハビリ指導

も行ないます。

　ぜひともこの機会に、専門知識を学び、自分の身体

の状態を知り、健康的な身体を育んでいきませんか？

・日　時　４月21日（土）14時～

・場　所　レ・コード館シアター

・入場料　無料（要電話申し込み）

●申し込み・問い合わせ先

　　レ・コード館

　　☎ 0146・45・7833

図書ボランティアの募集生涯学習講座「かた・ひじ健康講座」

その１

夜間窓口廃止と節婦移動窓口日程

健康相談窓口のお知らせ

町民生活課からのお知らせ

平成30年度室蘭児童相談所

巡回児童相談のご案内

４月16日(月)・25日(水) ７月17日(火)・25日(水)

５月15日(火)・25日(金) ８月15日(水)・27日(月)

６月15日(金)・25日(月) ９月18日(火)・25日(火)
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職員の動き	４月１日付けで、機構改革と職員の人事異動がありましたのでお知らせします。

町長部局

前　職

農業委員会事務局長

企画課まちづくりグループ総括主幹兼企画係長

町民生活課町民生活グループ社会係主任兼環境

衛生係主任

総務課総務グループ総括主幹兼防災係長兼選挙

管理委員会書記次長

保健福祉課保健福祉グループ健康推進係長

保健福祉課保健福祉グループ介護支援係保健師

保健福祉課保健福祉グループ総括主幹兼在宅介護支援

センター次長

総務課総務グループ係長

産業課産業グループ副主幹兼畜産係長

教育委員会管理課管理グループ総務係長兼学校教育係長

産業課産業グループ主幹

社会教育課生涯学習グループ社会教育係主事

社会教育課生涯学習グループ副主幹兼体育青少年係長

企画課まちづくりグループ商工労働観光係長

産業課産業グループ畜産係主任

氏　名

田村　一晃

佐々木　京

酒井　伸輔

新宮　信幸

柳澤　沙織

仙波　明子

楫川　聡明

鈴木　智久

下川　広司

木村　晃三

西川　宏幸

高岸　　平

磯野　貴弘

斉藤　寿宣

榊　拓己

発令内容

会計管理者兼出納室長

総務グループ総括主幹兼防災係長兼

選挙管理委員会書記次長

総務グループ財政係主任

保健福祉グループ総括主幹兼新冠町

在宅介護支援センター次長

保健福祉グループ介護予防係長

保健福祉グループ介護予防係保健師

まちづくりグループ総括主幹

まちづくりグループ副主幹兼商工労働観光係長

まちづくりグループ副主幹兼企画係長

まちづくりグループ広報統計係長

産業グループ主幹兼畜産係長

税務グループ納税係主任主事

管理グループ総括主幹兼用地係長

管理グループ管財係長

町民生活グループ社会係主任兼環境衛生係主任

課　名

出 納 室

総務課

保健福祉課

企画課

産　業　課

税　務　課

建設水道課

町民生活課

教育委員会部局
前　職

企画課まちづくりグループ広報統計係長

教育委員会管理課こども園グループ子育て支援係主任

教育委員会管理課こども園グループ園務係主任

後期高齢者医療広域連合派遣

氏　名

吉田　綱平

田中　一江

土井　牧子

伊藤　美幸

発令内容

管理グループ総務係長兼学校教育係長

こども園グループ園務係長

こども園グループ子育て支援係長

体育青少年グループ総括主幹兼体育青少年係長

課　名

管理課

社会教育課

農業委員会

前　職

建設水道課管理グループ総括主幹兼管財係長兼用地係長

氏　名

本間　浩之

発令内容

農業委員会事務局長

町有牧野

前　職

会計管理者兼出納室長

氏　名

堤　　秀文

発令内容

所長

平成 30年度新規採用職員

管理課こども園

グループ園務係

保育教諭

柏木　志織

国保診療所医長兼

新冠町地域包括医療

・ケア推進室次長

西森　博幸

国保診療所

外来詰所

看護師

佐々木　麗奈

社会教育課

社会教育グループ

図書係主任司書

古内　絵実

町有牧野

牧野係

主　任

出井　誠二

教育委員会

管理課管理グループ

校務係長

山口　覚

国保診療所

外来詰所

准看護師

管　真弓

町有牧野

牧野係

主　事

郡山　健志

社会教育課

社会教育グループ

社会教育係主事

石井　塁

（前列左から）①木下　北斗（朝日小学校教諭）

　　　　　　②善田しずか（新冠小学校教諭）

　　　　　　③前田　周一（朝日小学校校長）

　　　　　　④坂本　直司（新冠小学校校長）

　　　　　　⑤渡部千恵子（新冠小学校教諭）

　　　　　　⑥櫻井　一良（朝日小学校教諭）

　　　　　　⑦千葉　　敦（新冠中学校教諭）

（後列左から）①幸田　泰嗣（新冠小学校事務職員）

　　　　　　②武田悠士郎（新冠中学校教諭）

　　　　　　③佐藤　公亮（新冠中学校教諭）

　　　　　　④南部　晃宏（新冠中学校教諭）

　　　　　　⑤木村　　幹（新冠中学校教諭）

　　　　　　⑥田渕いずみ（新冠小学校栄養教諭）

　　　　　　⑦山口由紀子（新冠小学校教諭）

●問い合わせ先　管理課管理グループ総務係　☎ 0146・47・2547

●問い合わせ先　総務課総務グループ総務係　☎ 0146・47・2497

教職員着任式　新しい先生が着任しましたのでご紹介します。

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その２
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今月の一冊

シロウト夫婦のきょうも畑日和

金田　妙著／農産漁村文化協会

　園芸の知識ゼロの夫婦がきまぐれ

ではじめた家庭菜園。オシャレな菜

園に憧れて失敗したり、できた野菜

を動物に食われたり…。

　菜園家になって 10年の著者が、

はじめの頃の出来事を綴る。役立つ

菜園の豆知識つき。

新着ガイド
北海道の歴史がわかる本	 桑原　真人

老前破産	 荻原　博子

５０歳から始める介護されない体づくり	 杉山　ゆみ

人生を変える断捨離	 やました　ひでこ

丁寧に暮らしている暇はないけれど。	 一田　憲子

自然を楽しんで稼ぐ小さな農業	 マルクス・ボクナー

さばかないデリ風魚介レシピ	 真藤　舞衣子

手づくり絶品レトロパン	 山崎　豊

路上のＸ	 桐野　夏生

定年オヤジ改造計画	 垣谷　美雨

聴くと聞こえる	 谷川　俊太郎

美女は天下の回りもの	 林　真理子

タウシュベツ川橋梁	 岩崎　量示写真・文

花見べんとう	 二宮　由紀子作

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

10：30～ 11：00	 おうるの郷

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：15～ 11：30	 太陽郵便局

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

10：10～ 10：30	 朝日小学校

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

10：30～ 11：00	 おうるの郷

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：15～ 11：30	 太陽郵便局

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

４月 19 日

26 日

27 日

５月 10 日

11 日

17 日

24 日

25 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆イベントカレンダー
４月21日（土）13：30～ びっくり箱のおはなし会

４月25日（水）10：30～ あかちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆図書プラザ利用者カードはお持ちですか？
　図書プラザはレ・コード館の建物の中にあります

新冠の図書室です。町民のみならず近隣町からの利

用も多く、赤ちゃんからお年寄りまで、天窓から光

が降りそそぐ明るい書架で静かに過ごすことができ

る憩いの場となっています。

　水曜日は夜間開館日で午後８時まで開館し、午後

６時からはレコードを聴きながらしっとりとした雰

囲気で読書をお楽しみいただけ、子どもの読書週間

や夏休み、季節の催しなどにあわせた特集も随時開

催しております。

　図書プラザの本や雑誌、ＤＶＤ・ＣＤを借りるに

は利用登録が必要です。新冠町に住所のある方は所

定用紙にご記入いただき、その場でカードを発行し

ています。また、新聞や雑誌など館内での閲覧は登

録不要なのでいつでもご利用ください。

　読みたい本のリクエスト、お探しの資料がある方

はお気軽にカウンター職員へご相談ください。蔵書

が無い本や専門書も他館から取り寄せてご用意でき

る場合がございます。

　引越しなどでお住いや連絡先を変更された場合

は、登録内容を変更する必要がありますのでご利用

の際にお申し出ください。

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

広告主募集中！
　１月あたりの広告料は、ホー

ムページが10,000円、広報誌は

3,000円となっております。

　詳しくは、担当まで。

●問合せ先：企画課広報統計係
☎ 0146・47・2498

○
一
般
幹
部
候
補
生
（
技
術
海
上
・
航
空
幹
部
）

・
資
格　

技
術
海
上
18
歳
～
22
歳

　
　
　
　

航
空
幹
部
18
歳
～
20
歳

・
受
付　

５
月
25
日
ま
で

・
採
用
試
験
日　

６
月
25
日

〇
そ
の
他

　

一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬

剤
科
・
医
科
他
）、
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛

官
候
補
生
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
静
内
駐
屯
地
内

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内
分
駐
所

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
８
５
５

　

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
は
、
春
の
ヒ

グ
マ
注
意
特
別
期
間
で
す
。
山
菜
取
り
な

ど
で
山
に
入
る
際
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
ヒ
グ
マ
の
被
害
に
合
わ
な
い
た
め
に

①
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認

②
一
人
で
は
野
山
に
入
ら
な
い

③
食
べ
物
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
振
興
局
保
健
環
境
部
環
境
生
活
課

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
９
２
５
４

　

次
の
と
お
り
調
理
師
試
験
を
行
い
ま
す
。

・
受
験
資
格

　

寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
施
設
や

飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
な
ど
で
２

年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
方
。

・
科
　

目
　

食
文
化
概
論
・
公
衆
衛
生
学

　
　
　
　
　
　

栄
養
学
・
食
品
衛
生
学
他

・
試

験
地　

苫
小
牧
市

・
試

験
日　

８
月
22
日　

13
時
30
分
～

・
願
書
受
付　

５
月
14
日
～
５
月
25
日

・
手

数

料　

６
９
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

セ
ン
タ
ー
開
設
日

４
月-

16
日
（
月
）・
18
日
（
水
）

　
　
　

23
日
（
月
）・
25
日
（
水
）

５
月-

２
日
（
水
）・
７
日
（
月
）

　
　
　

９
日
（
水
）・
14
日
（
月
）

※
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
度
調
理
師
試
験

静
内
駐
屯
地
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
ヒ
グ
マ
に
注
意
！
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

平
成
30
年
４
月
13
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

　

『
新
冠
百
話
』
は
、
平
成
29
年
８
月
に
教
育
委
員

会
が
発
刊
し
た
書
籍
で
す
。

　

新
冠
に
ま
つ
わ
る
１
０
０
の
お
話
を
通
じ
て
、

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
自
然
、
文
化
を
わ
か
り
や
す

い
も
の
と
し
て
残
し
、
新
し
い
世
代
に
引
き
継
ぐ

願
い
か
ら
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
編
集
を
担
当

し
た
郷
土
資
料
館
が
、
昭
和
55
年
の
開
館
以
来
地

道
に
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
の
成
果
が
こ
の
『
新

冠
百
話
』
と
な
り
ま
す
。

　

百
話
の
内
容
は
全
４
編
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

文
章
だ
け
で
は
な
く
、
関
連
す
る
図
表
や
写
真
な

ど
も
あ
り
、
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
、
１
０
０
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

１
話
ず
つ
わ
か
り
や
す
い
形
で
要
約
し
、
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

～
新
冠
百
話
掲
載
内
容
～

第
１
編

　「
学
芸
員
の
郷
土
史
話
・
コ
ラ
ム
」

　

郷
土
資
料
館
学
芸
員
が
執
筆
し
、
広
報
紙
や
新

聞
の
連
載
、
地
元
文
芸
誌
で
発
表
し
て
き
た
郷
土

史
話
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
大
昔
の
新
冠
や
江
戸

時
代
に
お
け
る
新
冠
会
所
時
代
、
軍
馬
を
育
成
し

て
い
た
御
料
牧
場
、
日
高
管
内
最
大
の
規
模
で
あ
っ

た
戦
後
開
拓
な
ど
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

第
２
編

　「
古
老
談
の
聞
き
取
り
調
査
記
録
」

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
先
人
の
苦
労
や
知
ら
れ
ざ

る
ふ
る
さ
と
文
化
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
新
冠

に
住
む
古
老
か
ら
昔
の
新
冠
の
様
子
を
聞
き
取
り

す
る
調
査
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

御
料
牧
場
前
後
の
出
来
事
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
文

化
、
戦
後
開
拓
の
お
話
が
多
く
収
録
さ
れ
、
そ
の

時
の
歴
史
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
方
々
の
生

の
証
言
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
３
編
「
ふ
る
さ
と
の
伝
説
」

　

新
冠
を
舞
台
と
し
た
「
伝
説
」
の
類
を
収
録
し
て

い
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
に
伝
わ
る
不
思
議
な
物
語
を
主
と
し

て
い
ま
す
。
判
官
館
の
源
義
経
伝
説
に
つ
い
て
も
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
４
編
「
ふ
る
さ
と
の
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

　

学
芸
員
が
関
わ
っ
た
地
元
郷
土
誌
や
、
郷
土
文
化

研
究
会
が
記
録
し
た
ふ
る
さ
と
の
興
味
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
収
録
し
た
も
の
で
す
。
新
冠
最
大
の
大
水

害
や
ゆ
か
り
の
人
物
、
後
世
に
伝
え
た
い
大
切
な
場

所
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

２月 21 日～３月 20 日までの届出分（敬称略）
●いつまでもお幸せに
一戸　嘉幸	 ♡	 横溝　照美	 西泊津

●お誕生おめでとうございます

荒 木 誠
せ い や

也	（ 将史	 智恵美)	 北星町

松 田 涼
り ょ う ま

磨	（  勲 	 智富美)	 北星町

ﾍﾟﾚｽ ｸﾘｽ ｹﾝ ｼﾞｪｲﾃﾞﾝ ﾌﾟﾘｼﾏ

 （ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ ﾛﾀﾞﾝ  ﾏ ﾃﾚｻ ﾌﾟﾘｼﾏ）	共　栄

●おくやみ申し上げます
平 田　ノリ子	 　８９歳	 本　町

濱　　 秀　雄	 　６７歳	 北星町

鈴 木　源太郎	 １００歳	 東　川

☆広報に掲載してほしくない方は届出のとき、

町民生活課住民係へお申し出ください。

　なお、新冠町役場以外に届出を出された場合、

お名前が掲載されないときがありますので、ご

連絡いただければ直近発行の広報に掲載いた

します。お問い合わせは、町民生活課町民生

活グループ住民係まで。☎ 0146・47・2112

広
報
に
い
か
っ
ぷ

平
成
30
年
４
月
号
（
通
巻
621
号
）

人の

うごき

人　口	 5,575人	 （前月比	 －	15 人）

　男	 2,727人	 （前月比	 －	 6 人）

　女	 2,848人	 （前月比	 －	 9 人）

世 帯	 2,748世帯	 （前月比	 ＋	１3世帯）
（平成 30 年３月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 19件 （ 17件）

 79件 （ 61件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

２人（０人）

３人（０人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（２件）

０件（３件）

発生件数

１件（０件）

２件（０件）

区　分

３月

30年１～３月

区　分

３月

30年１～３月

パパ　　　　ママ

パパ　　          　　ママ

戸  籍  の  窓大切な日常のために私たちができること。

「消防団員募集」
あなたの想いで、守れる町がある。
あなたの想いで、救える命がある。
あなたの想いで、深まる絆がある。

消防署新冠支署

「
新
冠
百
話
」

発
行
日 

平
成
29
年
８
月
31
日

発
行
者 

新
冠
町
教
育
委
員
会

価
　
格 

１
０
０
０
円

販
　
売 

新
冠
町
郷
土
資
料
館


